
                  

。 

    

あ
あ 

   

秋
晴
れ
の
１０
月
２６
日
（日
）、皆
野

町
役
場
お
ま
つ
り
広
場
で
“ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
”が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
ま
つ
り
開
会
式
で
は
、長
年
に
わ
た

っ
て
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
き
た

方
々
と
団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
、ジ
ャ

ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
玉
賞
表
彰
で
は
、大

玉
一
位
に
輝
い
た
、新
井
コ
ト
さ
ん
は
、

こ
の
日
を
待
た
ず
天
国
へ
と
旅
立
ち

ま
し
た
。
コ
ト
さ
ん
は
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ

ち
ゃ
を
育
て
る
の
を
生
き
が
い
に
し
て

い
た
そ
う
で
す
。 

 

今
年
も
各
団
体
の
作
品
展
示
（写
真
、

絵
画
、手
芸
な
ど
）、直
売
コ
ナ^
ー
、 

つ
き
た
て
の
も
ち
の
無
料
配
布
は
す

ぐ
に
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
。 

獅
子
舞
、太
極
拳
、
フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

Ｃ
ダ
ン
ス
、歌
な
ど
日
頃
の
成
果
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
部
会
で
は
、
歯

科
医
師
に
よ
る
歯
周
病
検
診
、口
腔
が

ん
チ
ェ
ッ
ク
、健
康
食
の
試
食
も
で
き
ま

し
た
。 

 
 

   

ま
つ
り
の
最
後
は
、花
の
苗
（ビ
オ
ラ
）

苗
木
（ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
）の
無
料
配
布
。 

こ
れ
に
は
長
い
行
列
が
で
き
、皆
さ
ん

花
や
苗
木
を
受
け
と
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
年
も
み
ん
な
の
皆
野
、手
作
り
の
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
は
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
受
賞
者
は 

 
 
 

次
の
方
々
と
団
体
で
す 

 
（順
不
同
、敬
称
略
） 

１ 
町
規
則
表
彰 

【各
種
委
員
会
委
員
等
１２
年
以
上
】 

民
生
委
員
・児
童
委
員 

新
井
俊
夫 

【寄
付
２０
万
円
以
上
】 

 
 

齊
藤 

 
し
代 

２ 

福
祉
功
労
者
表
彰 

【
福
祉
団
体
役
員
】 

皆
野
町
赤
十
字
奉
仕
団 

 
 
 
 
 
 
 
 

樋
口 

智
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
島 

恒
代 

【社
会
福
祉
協
議
会
役
員
等
】 

皆
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員 

 

新
井 

隆
太
郎 

【ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
推
進
者
】 

個
人
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア 

 
 
 
 
 
 
 

黒
澤 

久
子 

 
 
 
 
 
 
 

福
島 

高
子 

【介
護
者
】 

ね
た
き
り
老
人
等
の
介
護
者
】 

 
 
 
 
 
 
 

縄
野 

裕
子 

【福
祉
活
動
共
助
団
体
】 

皆
野
町
歌
謡
ク
ラ
ブ 

３ 

農
業
部
会
表
彰 

【ひ
た
む
き
な
農
業
者
】 

 

皆
野
地
区 

 
 

山
口 

政
二 

 

国
神
地
区 

 
 

平 
 

正
子 

金
沢
地
区 

 
 

四
方
田 

安
彦 

日
野
沢
地
区 

 

成
島 

照
代 

三
沢
地
区 

 
 

畝 
 

土
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

【ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
玉
賞
】 

大
玉
１
位
皆
野
町
長
賞 

７９
・７
㎏ 

 
 
 
 
 
 
 

新
井 

コ
ト 

大
玉
２
位
皆
野
町
議
会
議
長
賞
７０
・８

Ｋｇ 

 
 
 
 
 
 
 

新
井 

孝
志 

 
 

大
玉
３
位
皆
野
町
農
業
委
員
会
長
賞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

６０
・８
㎏ 

 
 
 
 
 
 
 

根
岸 

浪
夫 

             

１１
月
１
日
～
３
日
、東
京
江
東
区
夢

の
島
で
、赤
旗
ま
つ
り
が
行
わ
れ
皆
野
・

長
瀞
後
援
会
は
バ
ス
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。
初
参
加
の
方
も
お
ら
れ
ど
ん
な
感

想
を
も
た
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。 

 

参
加
し
た
２
日
の
中
央
舞
台
は
、盛

り
だ
く
さ
ん
で
、国
本
武
治
さ
ん
の
浪

曲
、小
池
晃
参
議
院
議
員
と
森
永
卓
郎

さ
ん
の
対
談
、中
川
美
保
さ
ん
の
サ
ク

ソ
ホ
ン
、き
た
が
わ
て
つ
さ
ん
の
歌
、志

位
委
員
長
の
講
演
（い
っ
せ
い
地
方
選
、

国
政
選
挙
に
勝
利
し
、『日
本
の
政
治
の

希
望
あ
る
未
来
を
切
り
開
こ
う
』と
呼

び
か
け
ま
し
た
。
最
後
は
八
代
亜
紀
さ

ん
の
熱
唱
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

しあわせを 
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み
ん
な
の
皆
野 

 
 
 
 

“ 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
” 

 
 
 
 

以
上 

 

秋
晴
れ
の
下 

 
 

赤
旗
ま
つ
り
に
１５
万
人
（
３
日
間
） 

熱唱する八代亜紀 



                        

            


